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地盤工 学会 四国支部 の紹介

From 四国支部

1． 支部組織お よび活動につ い て

　四 国支部 の 会員数は平成 9 年 2 月 1 日現在436名 で あ

り，そ の 内訳 は 正 会員が 417名，学生 会員 が 19名で す。

　支部 の 役員 と して は ，支部長 に は JH 日本道路公団四

国 支社 の江 頭 素樹支社長 ， 副支部長 には愛媛大学工 学部

の 室　達郎教授，建設省四 国地方建設局 の泉堅二 郎局長，

土工 協 四 国 支部 の 鶴田宜 彦支部長 の 3 名 が 就任 して い

ま す。ま た，支部事務局 は JH 日本 道路 公 団 四 国支部 建

設部 工 務課内に 設置 し，年間行事の 運営は幹事会が中心

とな り進め て い ます。

　年間の 行事 と して は，技術
・
研究 発表会，現場見学会，

  土 木学会四 国支部 と の 共催 の 学 術講 演 会，講 習 会等 を

開催 して い ま す 。さ ら に，四 国内の 各 4 県 に お い て 独

自に 研究会 を 年 2回 程 度開催す る 等，活発 に 活動 して

い ます。

2， 支部活動報告

　平成 8 年度 の 支部 活 動 の うち 最近の 事例 と して ，「平

成 8年度学 術講演会
一

環境 と景観
一

」 に つ い て報告 し

ます。

　 さ る 平 成 8 年12月20日 （金） に   土木学会四 国 支部

との 共 催 で 平成 8 年度 学 術 講 演 会 を 開催 しま した。当

日は ，年末の 忙 しい 時期 に もか か わ らず205名 とい う多

数 の 参加を得，大盛況 に終 わ りま した 。 講演の テ
ーマ は

自然環鏡 との 調和 を 考 え る意味 か ら，「環境 と景観 」 と

し内容は下記 の プ ロ グラ ム の とお りで す 。

　 1）　 「四万十 川沿 い で の 道路環境 景観設 計」

　　　　　　　　　　　　　　　 大 日本 コ ン サル タ ン ト 

　　　　　　　 構造 事業部 景観 デザイ ン 室係長 　高楊　裕 幸

　2） 「景観面か ら見た土 木施設整備 の 歴 史 と課 題」

　　　　　　　　　　 徳 島大学工 学 部　教 授 　水 口　裕 之
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　 3）　 「生態系の復元 を 目指 した 土木景観」

　 　 　 　 　 　 　 　 西 日本科学技 術研究所 　所 長　福 留　 修文

　4）　 「FRP を用 い た 土 木構造物 と景観保全 」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 愛媛 大学工 学部 　助教授 　矢 田部　 龍一

　5）　「掘 削工 事に よ る地 下水環境」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 愛媛大学 工学部 　教 授　 八 木　則男

　 以 下，講演内容 に つ い て 紹介 します。大 日本 コ ン サル

タ ン トの 高楊 氏 は ，日本 最後の 清 流 と呼 ば れ る 四 万 十 川

沿 い を走 る 国道 381号 の 道路景観設計 に ，モ デ ル ス コ
ー

プや模型を使 っ て 検討 した事例 を紹介 しま した （写真一

1）。 徳島大学 の 水 口 教授は，より良い 土木景観を創造

す るため に，景観形成 の 歴史，現状 で の 問 題点等 を提議

しま した。西 日 本 科学技術研究所 の 福留所長は ，河川や

道路等の 施設 の 施工 時に お け る近 自然 工 法 に よ る生態系
へ の配慮につ い て ， 外国の 事例を交 え て 紹介 しま した。

愛 媛大学 の 矢 田 部助教授 は ，最近話題 に な っ て い る

FRP を用 い た擬岩に よ る 景観設計事例 に つ い て 報告 し

ま した。同 じく愛媛大学 の八 木教授 は ，掘削工 事 に伴 う

地 下 水 の 汚染に対す る検討結果 に つ い て 紹介 しま した 。

　聴講者 は 以上 5 名 の 講演者 の 講演を熱 心 に聴講 し，

土木施設 の 計画 設計，施工 に際し，自然環境へ の 配慮，

景観 との 調和の 必要性 に っ い て，改めて 認識を深めた の

で は な い か と思 わ れ ま す （写真
一 2）。

3．　 支部内工事完成報告

　松 山 自動車道 （川 内イ ン タ
ーチ ェ ソ ジ〜伊予 イ ン タ

ー

チ ェ ン ジ ）開通

　四 国に お け る高速道路 は ， 徳島市 を起点 に 四 国 を東 西

に 走 り松山市を経 て 愛媛県大洲市 に至 る四 国縦貫自動車

道 （延長222km ）と，徳島県阿南 市 を起点 に徳島市，

高松市 を経 て 川之江市 に お い て 縦貫道 と交差 し，四 国 を

南北 に横断 した の ち ，高知 市 を経 て 大 洲 市 に至 る四 国 横

写真一2　 学術 講演会会 場 風景
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図一 1　 目本道 路公 団四 国支社管内高速 道路概略 図

断 自動車道 （延長443   ） の 2 路線 に よ り，予定路線

延長665km の
“8 の 字ル

ー ト
”

が 形成 さ れ る 計画 に な

っ て い ま す （図一 1）。 四 国 縦貫自動車道 の うち の 松 山

自動車道 は ，愛媛県 を東西 に 通過 す る路線 で あ り，今回

の川内イ ン ターチ ェ ン ジ か ら伊予 イ ン タ
ー

チ ェ ン ジ まで

の21．9km が 開通 した こ とに よ り松山自動車道 は ， 川之

江 ジ ャ ン ク シ ョ ソ か ら計95．1   が開通 した こ とに な り

ま す （図
一 2）。

　開通効果 と して は，今回 の闘通 に よ り愛媛県都 の 松山

市 に 高速道路で 直接乗 り入 れ る こ と にな り， 利便性 が一

層向上 す る と と もに，四 国 の 各都市 さらに は瀬戸中央自

動車道を介 し山陽方面 そ の 他 の 各都市へ の 自動車交通が

よ り快適で定時性 の高い もの とな り，沿線市町村 の 産業

・
経済 の発展およ び文化の 交流 が一層進展 す る もの と期

待 され ま す。

　今回 の 工 事 の 特徴 と して は ，重信 高架橋 （延長約

1900m ）に は 日本初の プ レ キ ャ ス トセ グ メ ン ト工 法 お よ

び ス パ ン バ イ ス パ ン 架設工法を採用 し，現場 施工 の 省力

化 と工 期 の 短縮を図 りました。プ レ キ ャ ス トセ グメ ン工

法 と は あ らか じめ製作ヤー ドで製作さ れ た コ ン ク リート

桁の 分割ブ ロ ッ ク （セ グメ ン トとい う）を，架設地点 に

運搬 して接合 し，プ レ ス トレ ス を与 え て一
体 化 す る もの

リア

図一2　 今 回 開通 区 間 の 路 線概 略図

桁打設セグメン ト

へ
一ヤ

↑
〃ス

図
一3　 重信高架 橋で 採用 され たシ ョ

ートライ ン方式 に よ

　　　 るセ グメ ン ト製作概要図

で す 。
ス パ ン バ イ ス パ ン 架設 とは，1径間 ご と にセ グ メ

ン トを一
度 につ な ぎ合わ せ る工 法 で す。架設ガ

ー
ダ
ー

の

上 に 1径間分 の セ グ メ ン ト約20個 を 並 べ
， 接着剤 を塗

布した後 ， 内ケーブル と外ケーブル で緊張力を導入 しセ

グメン トを
一

体化 します。1径間 の 架設 日数は ガーダー

の 移動時間 も含 め 約 8 日で ，従来 の 工 法 に 比 べ 非常 に

速 い もの とな っ て い ます （図
一 3 ，4）

（文責 ： 今井智満　日本道路公団 四 国支社工務課，四 国

　　　 支部事務局）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （原稿 受理 　1997．3．10）
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図一4　 重信 高架橋 で 採用 さ れ た ス パ ソ バ イス パ ン 架設工 法
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